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3月10日の米国主要株価指数急落について
テクニカル面、投資指標面を鑑みると、相場急落は一服か

1/1

2025年3月11日

トランプ関税による米景気後退懸念を嫌気して米国株は急落

3月10日（月）の米株式市場では主要株価指数が軒並み大幅下落。ナスダック総合指数は前週末比

▲4.0％、昨年12月の史上最高値から▲13％となり、調整局面入りとされる水準に達しました。S&P500

も前週末比▲2.7％となり、下値支持線である200日移動平均線を割り込みました。下落のきっかけは米メ

ディアに出演したトランプ米大統領の発言。トランプ氏が推し進める関税引き上げや政府支出の削減によ

り、景気後退入りする可能性を明確に否定しなかったことが、市場参加者の不安心理をあおりました。

いっときトランプラリーの主役だったハイテク株や景気敏感株の下落が目立っています。

ナスダック総合指数は、相場急落時の反発目処である25日移動平均線の▲8％乖離（経験則上、急落時

に株価がこの水準近辺に達すると比較的短期で反発する。3月10日現在で17,700弱）を既に割り込んでい

ることや、今回の下落を主導した半導体関連株の予想PERは、既に24年におけるレンジ下限に達したこと

から、そろそろ米国株は下値を固める展開になると思われます。一方、これまでの下落である程度織り込

まれているとはいえ、3月12日の鉄鋼・アルミ製品への関税発動や、4月２日の相互関税を含めた関税策の

全容公表など、関税を巡るイベントが続くことから、当面は神経質な相場展開になると思われます。

（出所）LSEGより大和アセット作成

※予想は12カ月先。3/7時点のLSEGによるボトムアップ集計値

図表2 S&P500構成銘柄のセクター別予想PER図表1 ナスダック総合指数の推移

（出所） LSEGより大和アセット作成
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